
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦ図からｒａｎｄｏｍ定量計算と応用 
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概要 

 ｒａｎｄｏｍサンプルのＯＤＦ解析結果の方位密度（ｒａｎｄｏｍレベル）は１．０である。 

   加工によりｃｏｐｐｅｒ方位５０％を作成すれば、ｒａｎｄｏｍレベル０．５となる。 

   １００％加工ではｒａｎｄｏｍレベルは０．０となる。 

   この考えで、方位密度を０．０１毎に０－＞１．０間にＢＯＸを作成し、全方位密度をｓｃａｎし 

   １．０以下をＢＯＸに加算すれば、ｒａｎｄｏｍプロファイルが得られる。 

    

   ＬａｂｏＴｅｘでｃｏｐｐｅｒ１００％と８０％，５０％の極点図を作成し、 

ＷＩＭＶ法のｎｅｗＯＤＦ、ＬｏｓａｌａｍｏｓＷＩＭＶ、ＡＤＣ、Ｈｅｒｍｏｎｉｃで挙動を確認する 

 

ｃｏｐｐｅｒ１００％の極点図 

 

 

ｃｏｐｐｅｒ８０％の極点図 

 

 

ｃｏｐｐｅｒ－５０％ 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

ODF図表示 

 

  

ｒａｎｄｏｍＶＦ％計算 

  



ｎｅｗＯＤＦ（ＷＩＭＶ）によるｃｏｐｐｅｒ１００％のＯＤＦ 

 

ｒａｎｄｏｍｐｒｏｆｉｌｅ 

  

  ｒａｎｄｏｍ＝０％を検出 

 

 



ｎｅｗＯＤＦ（ＷＩＭＶ）によるｃｏｐｐｅｒ８０％のＯＤＦ 

 

  

 本来、方位密度１．０以下にはｒａｎｄｏｍしか存在しないが、他の成分（ゴースト）が検出される 

  Ｌｏｓ ａｌａｍｏｓのＷＩＭＶと似た傾向を示す 

 

 



同一８０％データをＬｏｓ ａｌａｍｏｓのＷＩＭＶで確認 

 

  

 ＷＩＭＶであるｎｅｗＯＤＦと外形は似たｐｒｏｆｉｌｅ 

 ギザギザは、ｐｏｐＬＡＷＩＭＶの分解能の問題（分解能を下げればギザギザは消える） 

 

 



同一８０％データをＬａｂｏＴｅｘのＡＤＣ法で確認 

 

  

 ｒａｎｄｏｍ２０％が検出可能 

 

 

 



同一８０％データをＭＴＥＸのＨｅｒｍｏｎｉｃ法で確認 

 

  

 ｒａｎｄｏｍ２０％を検出する。 

 

 

 



ｎｅｗＯＤＦによるｃｏｐｐｅｒ５０％のＯＤＦ 

 

  

  ゴーストが多く判断し難い 

 

 

 

 



ｐｏｐＬＡによるｃｏｐｐｅｒ－５０％ 

 

  

  ゴーストが多く判断し難い 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるｃｏｐｐｅｒ－５０％ 

 

  

   ５０％を検出 

 

 

 

 



ＭＴＥＸによるｃｏｐｅｒ－５０％ 

 

  

   ４８％を検出 

 

 

 



ｃｏｐｐｅｒ－５０％ｐｏｐＬＡのキザキザ調査 

 ｒａｎｄｏｍ評価を０．０１のＢｏｘで行うとギザギザになってしまう。 

 

 

 

 ０．０４のＢＯＸ（２５）ではギザギザは消えるが、ピークの幅が広い 

  

 ゴーストが含まれる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｃｏｐｐｅｒ－５０％ｎｅｗＯＤＦで０．０４Ｂｏｘ計算 

  

 ｐｏｐＬＡよりピークの幅が広い 

  

 

 

 

 

まとめ 

 ｒａｎｄｏｍをシュミレーションで作成した場合、ＷＩＭＶ法はゴーストの影響で 

   ｒａｎｄｏｍレベル判別が難しいが、ＬａｂｏＴｅｘやＭＴＥＸではゴーストが少なく 

   検出が可能である。 

   ｒａｎｄｏｍが含まれない場合、ＷＩＭＶ法でも０％を検出可能と思われます。 

   ＬａｂｏＴｅｘやＭＴＥＸでは、０から１間に急激に立ち上がったＭａｘ位置にｒａｎｄｏｍが 

   現れる。 

   ＷＩＭＶ法では、ｒａｎｄｏｍの分解能を落とせば検出できる可能性があります。 

 

  ＬａｂｏＴｅｘやｎｅｗＯＤＦのＶＦ％を求める場合、指定した方位以外はその他になるが、 

  予め、ｒａｎｄｏｍ値が計算されていると、指定する方位数の判断がし易くなります。 


